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研究成果の概要（和文）：本研究の主要な成果とは、1) 評定の厳しさにおける度合いは異なる

が、評定者が一貫した評定を行うことのできる評定尺度および『評定の手引き』を開発するこ

とができた、2) 受験者のライティングにおける運用能力を測定する上で、信頼性・妥当性のあ

る評価タスク開発を可能にする「構成概念に基づく言語処理的テスト法」の考え方を確立する

ことができた、3) 評価対象となるライティング能力を効果的に測定することのできる５段階の

単特性に基づく評定尺度を開発することができたことであると言える。 

 
研究成果の概要（英文）：The overriding positive contribution of this research is as 
follows: (a) a clear definition of the writing abilities to be assessed in performance 
assessment was established, (b) how to develop the task-based writing performance test 
that has Japanese educational applications was clarified and (c) the writing performance 
test confirmed usability to some extent through investigating reliability and construct 
validity. All of them can contribute to the effective writing assessment in the classroom 
in Japan and to improvements in teaching writing as its washback. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 2007年度には、タスクに基づくライティ

ングテスト(Task-based Writing Test, 以後

TBWTと呼ぶ)開発の基礎となるライティング

評価に関わる先行研究の概観とテスト開発

の理論的枠組みおよびライティング能力を

構成する概念の検討を行った。この概念規定

に基づき、書く領域における言語運用能力を

顕在化させるためのタスクを実際に考案し、

これまでに開発された主要な評価尺度

(TOEFL, FCE, Michigan)における評価規準を、

本研究におけるaccuracyとcommunicability

の概念規定と照らし合わせながら、それぞれ

に対応する評価規準を選定して分類・整理、

統合することにより新たに６段階の評価尺

度を作成した。 
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(2) 2008 年度には、1) TBWT に関連する要因

(評定者、被験者能力、評価タスク)が相互に

影響し合う度合いに分析を行う、2) 評価タ

スクおよび評定尺度の信頼性について検証

することを目的として、大学生英語学習者を

対象とした予備調査を実施した。高校英語教

師 ５ 名 が 評 定 者 と な り 、 accuracy, 

communicability の概念規定に基づいて作成

された６段階の評価尺度を用いて評定作業

を行った。評定結果の分析には FACET ソフト

ウエア(Linacre, 2006)を活用して、評定者

の厳しさの度合い、被験者のライティング能

力、タスク難易度を log による同一尺度上に

配置するファセットサマリー分析によって

行った。その結果から、５名の評定者の厳し

さに関しては同等ではなかったが、全員が一

貫した評定を行ったことがわかった。また、

各評定者は独自のバイアスを持たずに評定

を行うことができ、評定者間の評定が一致し

た割合(34.6%)は各評定者が“independent 

experts”として評価を行うことができたこ

とを示す結果となった。しかし、評定尺度に

関しては、内的一貫性があり一定の信頼性が

あることは確認されたが、尺度の等間隔性に

課題が残され、６段階から５段階の尺度に改

訂する必要があることが示唆された。 

 

(3) 2009 年度には、前年度の予備調査によっ

て明らかにされた評定尺度改訂の必要性に

ついて検討を行い、評定尺度の最適化に取り

組んだ。具体的にはまず、測定対象となる構

成概念(accuracy, communicability)の定義

の見直しと評価基準の細分化作業を行い、評

定作業のガイドラインである“TBWT Scoring 

Guide”の改訂版を作成し、本調査実施に向

けての本格的な準備を行った。 

 

２．研究の目的 

本研究は、特別な訓練を受けたライティン

グ評価の専門家ではなく、実際に教室で指導

にあたる中学校・高等学校の英語科教員が、

信頼性・妥当性の高いライティングのパフォ

ーマンス評価を行うことができる評価基

準・テスト方法の開発手順を確立することを

目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) 評定尺度の最適化に関する調査 

予備調査の結果に基づき改訂された評定

尺度および“TBWT Scoring Guide”等の、ラ

イティングテストとしての信頼性を検証す

るために、予備調査と同一の評定者に、改訂

された評価尺度を活用して、新たなライティ

ング・サンプルの評定を依頼し、評定結果に

ついて予備調査と同様のファセット分析を

行う。 

 

(2) 信頼性・妥当性に関する検証 

 テストとしての信頼性の検証を行うため

に、新たな評定者に、本調査１と同じサンプ

ルを同一の評定尺度を活用して評定作業を

行うように依頼する。予備調査を含め２回の

TBWT に関わった５名の高校英語教師と、新規

に TBWT に関わった英語教師の評定結果につ

いてファセット分析を行い、信頼性について

検証する。また、妥当性の検証に関しては、

TBWT の対象者となった大学生学習者に、

ETS(Educational Testing Service)によって

開発された「オンライン自動採点システム

(Criterion)」によるエッセイライティング

のテストの受験機会を設定し、客観的な評価

指標に基づいて与えられる６段階の全体的

評価法のスコアとの相関から併存妥当性に

ついて検討を行う。 

 

(3) 実用性に関する検証 

TBWT の教育現場における実用性について

検証を行うために研究協力校に依頼し、高校

生および大学生学習者を対象とした一定規

模の受験者によるタスクに基づくライティ

ングテストを実施する。調査においては、評

価対象がライティング能力のレベルが異な

る高校生および大学生学習者となるので、そ

れぞれのレベルに合わせた評価タスクを考

案し、評価基準・尺度、実施形態などについ

ても、これまでに実施した調査結果を参考に

して修正・改善を加えて実施する。あわせて

対象となる学生には、妥当性検証の基礎デー

タとなる「オンライン自動採点システム

(Criterion)」によるエッセイライティング

のテストの受験機会を設定する。さらに、

TBWT を受験した高校生・大学生学習者を対象



 

 

に、テストの実施形態、内容、方法等に関す

る質問紙調査を依頼し、評定に関わった英語

教師に対しても、評定基準および評定尺度の

実用性、評定作業に要する時間、労力、負担

などに関わる質問項目によって構成される

調査票を作成し、回答を依頼する。 

 

(4) 評価タスクの考案と追調査 

 (3)の調査において、本研究の accuracy と 

communicability という２つの側面からラ

イティングにおける言語運用能力を測定・評

価することの信頼性、妥当性、実用性が実証

されたところで、応用的研究への準備段階と

して、それぞれの測定に活用し得る複数の評

価タスクを考案して追調査を実施し、その結

果についてタスクと尺度を２つの facet とし

て配置する FACETS 分析を行い、それぞれが

スコアの分散にどのような影響を与えてい

るかについて検証を行う。 

 

(5) コンピーター利用による自動採点シス

テム構築に向けての検討 

複数の評価タスクによる追調査において

も、TBWT のテストとしての信頼性、妥当性、

実用性が実証され、結果の総合的な判断によ

り、本研究が目的とするタスクを測定手段と

した「書く」領域における言語運用能力評価

およびタスクに基づくライティングテスト

の有用性が確認された場合には、一定規模の

本格的な公開テストの実施に向けて、評価方

法としての客観性および有用性をより向上

させる取り組みが必要となる。特に評定につ

いては、実施規模が拡大し、受験者が増えれ

ば増えるほど迅速な処理方法を用意してお

かなければ、テストの実施は困難になること

が予想される。そこで、近年著しい進歩を遂

げている「コンピューターによる自動採点シ

ステム」を活用することにより、評定者要因

による影響を除外し、より客観的で実用的な

システム構築に着手する。タスクに基づくラ

イティングテストの検証作業と並行して採

点システムの開発を計画する。 

 

４．研究成果 

本研究の主要な成果とは、1) 評定の厳し

さにおける度合いは異なるが、評定者が一貫

した評定を行うことのできる評定尺度およ

び『評定の手引き』を開発することができた、

2) 受験者のライティングにおける運用能力

を測定する上で、信頼性・妥当性のある評価

タスク開発を可能にする「構成概念に基づく

言語処理的テスト法」の考え方を確立するこ

とができた、3) 評価対象となるライティン

グ能力を効果的に測定することのできる５

段階の単特性に基づく評定尺度を開発する

ことができたことであると言える。 

また、これからの日本の学校におけるライ

ティング指導に対しては、1) ライティング

による運用能力評価において、評価対象とな

る能力を明確に示すことができた、2) タス

クに基づくライティング・テストの具体的な

開発手順を確立することができた、3) 特別

な訓練を受けたライティング評価の専門家

ではなく、実際に教室で指導にあたる中学

校・高等学校の英語科教員が、タスクを測定

手段として行う信頼性・妥当性の高い運用能

力評価を行うことができる評価基準・テスト

方法を開発することができたことにより、ラ

イティングの評価改善の面で多少なりとも

貢献ができるのではないかと考えられる。 

さらに、上記の研究成果から導かれる教育

的示唆を３つの観点から述べる。まず、これ

からの日本の学校において、ライティングは

生徒のコミュニケーション能力養成を目的

として指導されるべきであるということで

ある。そのためには、ライティングの指導内

容として、「正確さを志向する活動」と「流

暢さを志向する活動」の両方を配置する必要

がある。その根拠として、Bachman and Palmer 

(1996) による文法能力とテキスト能力によ

って構成される「構成能力・知識」と機能的

能力と社会言語学的能力によって構成され

る「語用論能力・知識」と密接に関わる TBWT 

の構成概念である「正確さ」と「伝わりやす

さ」が、本研究における複数の調査において、

一定の信頼性・妥当性を担保して測定された

ことを指摘することができる。この測定結果

は、取りも直さず、生徒のライティング能力

はこれらの言語知識・能力によって構成され

ていることを裏づけるものであり、コミュニ

ケーション能力養成を目的として行われる

ライティング指導に際しては、「正確さ」と



 

 

「流暢さ」の両面に関わる指導内容が求めら

れるということを示唆する。そして、TBWT の

評価基準に明示された「言語能力特性」に基

づくならば、文章構成力や言語的正確さの指

導および伝達内容の質や情報伝達の効果を

高める指導を行うことがライティングにお

けるコミュニケーション能力を養成する有

効な手立てとなると考えられる。 

次に、これからの日本の学校においては、

より積極的にライティングの運用能力評価

を取り入れるべきであるということである。

これまでの日本の学校におけるライティン

グ指導は、従来の「形式重視」の指導から「内

容重視」の指導へと変容しつつあるが、その

評価法は文法や語法に関する多肢選択問題

や文の結合・誤文訂正問題などの間接テスト

が主流であり、これといった進展が見られて

いない。その理由として、直接テストによる

パフォーマンス評価は採点に時間がかかる

ことや評定作業の負担が大きいことなどが

あげられる。しかし、本研究において開発さ

れた TBWT によれば、テスト実施時間は概ね

30 分程度であり、標準の授業時間内で十分に

実施可能である。分割して実施すれば、10 分

あるいは 20 分で小テスト的に行うことも可

能である。また、評定については単特性の５

段階尺度による全体的評価方式であるため、

多忙な現場教師にも十分に利用可能である

と考えられる。つまり TBWT の内容構成は、

生徒に直接ライティングを行わせ、実際のパ

フォーマンスにより運用能力を測定しよう

という教師の意思により、十分に実用化が可

能であり、教室へのライティング運用能力評

価導入を実現するものであると言える。 

第３の教育的示唆として、英語教師教育プロ

グラムの一環として、評定者トレーニングを

導入すべきである。本研究においては、５名

の高校教師と１５名の中学校教師に研究協

力者として評定を依頼した。校種や実践経験

等を考慮して評定者グループを組織して評

定作業を行っていただいた結果、いずれの評

定セッションにおいても評定者の信頼性や

一貫性が確認された。しかし、評定者間の厳

しさの違いや各評定者固有のバイアス傾向

が認められ、評定者トレーニングの必要性が

示唆された。つまり、英語教師としての実践

経験はライティングの評定に影響を与える

一要素に成り得るとは言えるが、経験を積み

重ねるのみでは主観的判断に左右される評

定の域を出ない (Schaefer, 2008) というこ

とである。Richard and Farrell (2005) が、

「トレーニングを行うことは指導に必要不

可欠な基本的概念や原理の理解および教室

における実践力の向上につながる (p.3)」と

述べている通り、評定者トレーニングを実施

することにより、TBWT の基本原理を理解し

評定方法についてより習熟することが可能

になると考えられる。さらに、教師教育プロ

グラムの一環として実施されるならば、TBWT 

における評定一貫性の向上が図られるとい

う効果に留まらず、ライティングのパフォー

マンス評価そのものに対する理解が深めら

れ、教室におけるライティングの指導改善に

も波及するものと考えられる。 
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